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西区役所だより

〇 今号掲載の情報は３月14日時点のものです。新型コロナウイルスの感染状況により催し等を中止する場合があります。開催状況
はそれぞれの問い合わせ先までご確認ください
○催しに参加する場合は、それぞれで実施される感染対策を確認し、徹底をお願いします

わがまちはこの手で守る

　「自分たちのまちは自分たちで守る」という精神のもと、地域の安心・安全を
支えている消防団。災害が発生した時に、その地域に住んでいるからこそ即時
に対応することができ、非常時に重要な役割を果たしています。今号では消防
団について紹介します。

問い合わせ　西消防署 地域防災課 消防団係（☎025-262-2119）

消防団は地域の消防・防災リーダー
　消防団は、市町村の非常勤の消防機関です。団員は、
普段ほかの仕事を持ちながら、地域の消防・防災リーダー
として、災害時、平常時を問わず、地域に密着し、住民
の安心・安全を支える重要な役割を担っています。

消防団の活動はさまざま
　災害時は現場に駆け付け、消火活動や救助活動を行い、平常時は防火啓発
活動や各地域で開催される自主防災訓練の指導などで活躍しています。

消火活動
　火災発生時に、自宅や職場から現場に駆け付けます。放水活動や飛び火の
警戒など、その場に応じた活動を行います。

捜索・救助活動
　大規模災害発生時などに、地域をよく知っている立場から、他機関と連携
をとって、捜索・救助活動、避難誘導を行います。

水防活動
　台風などの風水害の時は、河川の水位の警戒や土のう積み、排水・浸水防
止などに迅速に対応します。

われらの

消火・防災訓練
　火災現場での活動を想定し、放水や土のう積
みの訓練を行っています。また、各地域で開催
される自主防災訓練の指導などを行っていま
す。

防火広報
　各消防団が担当する地域で、車両を使って防
火広報を行っています。

救命講習会、防火啓発活動
　万が一に備えて、救急車が到着するまでの応
急手当方法や、AEDの使い方などの講習会を
行っています。また、地域や教育機関などで防
火指導などの啓発活動を行っています。

入団求む！ 消防団員を常時募集！
　市では、消防団員を常時募集しています。地域のために活躍してみませ
んか。入団のご相談は問い合わせ先までご連絡ください。

入団できる人（男女問わず）
● 新潟市内に居住し、勤務また
は通学している人
●18歳以上の人
●健康な人

身分
　消防団員はその任務の重要性から、
「特別職の地方公務員」となります。

処遇
● 階級に応じた年額報酬のほか、災害、訓練などに従事した場合、報酬な
どが支給されます
● 多年にわたり活動し退団した場合、その在職年数と階級に応じた「退職
報償金」が支給されます
● 消防団活動で万が一けがを負った場合、その損害を補償する制度があり
ます
● 消防団活動で功労があった人に対し、叙勲のほか、国、県、市などから
さまざまな表彰があります

◆災害時の活動

◆平常時の活動

地域のかけがえのない仲間ができます
　消防団は18歳～70歳のさまざまな職種の団員で構成し、それぞれのラ
イフスタイルに合わせて協力し合いながら活動しています。活動を重ねる
ことで、団員の絆が強くなり、地域のかけがえのない仲間ができます。仲
間たちと一緒にわがまちを守りませんか。

　消防団をより身近に感じてもらえる
ために、PRアニメーション動画を作
成しました。ぜひ、ご覧ください。

入団編 休日編

消防団PRアニメを公開しています！

消 防 団
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H E A L T H  &  W E L F A R E

新型コロナウイルス感染症の影響により、事業実施が困難となった場合
は、西区役所ホームページや西区役所公式ツイッター、にしっこはぐくみ
LINKなどでお知らせします。

坂 井 輪 児 童 館
寺尾上3-10-42　☎025-269-3154
開館時間　 ①午前 ９時15分～10時15分

②午前10時30分～11時30分
③午後 ２時～ ３時　　　　
④午後 ３時15分～ ４時15分

定員　 各時間 先着10人（平日の①②は、
乳幼児と保護者のみの利用）

休館日　  月曜（祝日の場合は翌日）
　24日（木）、26日（土）、31日（木）の①
②、29日（火）の③④は入館できません。

★マジック教室
日時　 ４月16日（土）午前10時30分～

11時30分
内容　 寺尾マジッククラブのマジック

ショー、体験
対象　 幼児とその保護者、小学生 先着

15人
申し込み　 29日（火）から電話で同館

最近の健診結果のある人はお持ちください。成人健康相談

４月 時　間 会　場 栄養
相談 問い合わせ・申し込み

７日（木）午前９時30分～ 11時 西地域保健福祉センター
要申し込み

有

西地域保健福祉センター
☎ 025-264-7731

21日（木）午前９時 30分～ 11時午後 1時 30分～ 3時
坂井輪健康センター
要申し込み

西区健康福祉課　
地域保健福祉担当
☎ 025-264-7453

26日（火）午前9時 30分～ 11時 西地域保健福祉センター
要申し込み

西地域保健福祉センター
☎ 025-264-7731

27日（水）午前9時 30分～ 11時 黒埼健康センター
要申し込み

黒埼地域保健福祉センター
☎025-264-7474

持ち物　 母子健康手帳、妊婦歯科健診受診票
申し込み　 23日（水）から新潟市役所コール

センター（☎025-243-4894）

  妊婦歯科健診

  １歳誕生歯科健診
持ち物　 母子健康手帳、問診票、バスタ

オル（希望者はフッ化物塗布料
1,020円）

問い合わせ　 西区健康福祉課健康増進係
（☎025-264-7423）

★ 案内と問診票は対象者に郵送します
★ 都合がつかない場合はお問い合わ
せください

●は栄養相談　★は歯科相談あり
持ち物　母子健康手帳、バスタオル
申し込み　４月１日（金）から

乳幼児に関する育児相談

４月 時　間 定　員
（先着） 会　場 問い合わせ・申し込み

12日（火）午後１時 30分～３時● 20人 西地域保健福祉センター
要申し込み

西地域保健福祉センター
☎ 025-264-7731

20日（水）午前９時 30分～ 11時●★ 36人 坂井輪健康センター
要申し込み

西区健康福祉課
地域保健福祉担当
☎ 025-264-7453

※ 祝休日明けは受付電話が混み合う場合が
あります

　転入・転出などで粗大ごみが多く
出る時期です。粗大ごみの処理は受
付センターへ申し込みください。

粗大ごみ受付センター
☎025-290-5353
日曜・祝休日を除く午前９時～午後５時

　直接施設へ持ち込むこともできま
す。10kgあたり60円の手数料がか
かります。指定袋・粗大ごみ処理券
は不要です。

新田清掃センター (笠木3644-1）
☎025-263-1416
日曜・祝休日を除く午前８時30分～
午後０時15分、午後１時～４時（土
曜日は午後３時まで）

粗大ごみの申し込みはお早めに！

区役所だよりはウェブサイトやLINEで閲覧できます
　パソコンやスマートフォンから区役所だよりをご覧
いただけます。詳しくは市ホームぺージ（右の二次元
コード）をご覧ください。

　目の不自由な人を対象に、区役所だよりの点字版と音声版を無料で
配送しています。希望する人はお申し込みください。

“声の広報”お届けしています

申し込み　新潟市役所コールセンター(☎025-243-4894)

マチイロ(アプリ)での配信は今号をもって終了します

マイ広報紙(ウェブサイト)
　全区の区役所だよりを閲覧できます。また、分野ごとに記事を検索
できます。

新潟市LINE公式アカウント
　「市報にいがた・区役所だより電子版」を登録すると、発行日にプッ
シュ通知を受け取ることができます。

４月 受付時間 会場 定員
（先着）

19日
（火）

午後１時～１時25分 坂井輪健康
センター

13人
午後１時25分～１時50分 13人
午後１時50分～２時15分 13人

25日
（月）

午後１時～１時25分 西地域保健
福祉センター

８人
午後１時25分～１時50分 ８人
午後１時50分～２時15分 ８人

心の握手でつながるプロジェクト
こんな取り組みをしました

問い合わせ　 西区 健康福祉課 地域福祉係（☎025-264-7315）

　コロナ禍で地域活動や外出の自粛などにより、人とのつながりが希薄にならな
いために、オンラインで人とつながるモデル事業を行いました。今号ではその一
部の取り組みを紹介します。

大学生と地域住民が交流 新潟大学Aホーム、南心会

　新潟大学のダブルホーム活動で大学
周辺を中心に地域活動をしているA
ホームと、地域住民の有志からなる南
心会が、コロナ禍でも交流を継続する
ために月１回のリモート配信を行って
います。
　地域住民に配布する「Aホームだよ
り」を通じて活動を継続していること

スマホをつながりのツールに 新潟医療福祉カレッジ社会福祉科

　新潟医療福祉カレッジ（中央区笹口
２）の学生が、地域の茶の間の利用者な
どを対象にスマホ講座を開催しまし
た。これは、「コロナ禍で自宅から出ら
れない高齢者とオンラインで会話した
い」という学生の声から始まりました。
　講座では、学生が手伝いながらス
マートフォンを操作したり、リモート
で操作方法を伝えたりして、和やかな
雰囲気で交流をしていました。

SNSの活用で自治会活動が開かれたものに 東小針自治会

　東小針自治会が開設しているSNS
を高齢者にも活用してもらうために、
「スマホでSNS活用名人になろう教
室」を開催しました。
　参加者は新鮮な気持ちでスマート
フォンに向き合いながら、和気あいあ
いと操作方法を学びました。開催後に
は、SNSに登録してもらい、情報共有
や交流の場になっています。

を伝えると、南心会以外の住民からも活動に参加したいという声があり、つながり
の輪を広げています。

まちの話題TOWN TOPICS
身近な情報をお知らせください　☎２６４－７１８０　地域課 広報・広聴担当まで

なじらね？お困りごとはお任せください
　２月21日、地域住民の生活を支援
する「立仏なじらね隊友の会」が通院の
付き添いを行いました。この団体は、
高齢者の困りごとの声を聞いた立仏・
焼鮒地域の住民が、有志で立ち上げた
もの。昨年11月から、通院の付き添
いやごみ出しなどのさまざまな生活支
援を、利用者の要望を聞きながら行っ
ています。
　利用者の小山英さんは、「足を痛め
ていて外出できない中、本当に助かっ
ています」と話していました。

ダブルホーム
　学生が自分の所属する学部以外に、教職員と共に地域と連携し、大学の枠を超えて、「もう１つ
のホーム」として活動する、新潟大学独自の取り組みです。



壊れたおもちゃを一緒に診断しま
しょう
　直接会場へお越しください。
日４月３日（日）午後１時～３時
場 イオン新潟青山店２階コミュニティ
広場（青山２）

￥実費負担の場合あり
問 お もちゃ病院にいがた西（eco@
gf.mods.jp）

高齢者やその家族の相談窓口
　心配事や悩み事の相談を無料で受け
ています。
◆高齢者相談
一般相談　日 毎週月曜～金曜午前９時～

午後５時(祝日を除く)
専門相談　日 ３月28日（月）午後１時

30分～４時（要予約）
申 新潟県高齢者総合相談センター (中
央区上所２新潟ユニゾンプラザ ☎
025-285-4165)

◆認知症相談
日 毎週月曜～金曜午前９時～午後５時
(祝日を除く)

申 新潟県認知症コールセンター (☎
025-281-2783)

視覚障害サポーター養成講座
日 ５月14日（土）午前９時～午後４時
30分

場新潟ふれ愛プラザ（江南区亀田向陽１）
内視覚障がいのある人への接し方　
人先着20人
持筆記用具
申 メール（yamaguchi@ngt-shikaku.jp）
で新潟県視覚障害者情報センター・
山口（☎025-381-8111）

第10回西区自治協議会
　傍聴を希望する人は直接会場へお越
しください。なお、会議の概要や資料は、
区政情報コーナーや西区ホームぺージ
でご覧になれます。
日３月25日（金）午後３時から
場西区役所健康センター棟１階大会議室
人先着10人
問 西区地域課企画・地域振興担当（☎
025-264-7161）

みどりと森の運動公園を一部制限
　下記の期間、野球場からの飛球の恐
れがあることから、事故防止のため公
園の利用を一部制限します。
日 ４月２日（土）、３日（日）
問同園（☎025-379-3766）

◆毎月第４水曜日は地域ふれあいサロン
　直接会場へお越しください。
日 ３月23日（水）午後１時30分～３時
30分

￥100円(お茶代）

◆カプラ®の時間
　直接会場へお越しください。
日 ３月27日（日）午前10時～正午
人幼児、小学生とその保護者

◆ おもちゃ病院in黒埼地区公民館
　直接会場へお越しください。
日 ３月27日（日）午後１時～３時
￥実費負担の場合あり

33西区役所だより に し

西区役所だより「にし」は、毎月第１・３日曜日に発行しています。　次号は４月３日発行です。

33西区役所だより に し令和４年３月 20日

日＝日時　場＝会場　内＝内容　
講＝講師　人＝対象・定員　持＝持ち物
￥＝参加費（記載のないものは無料）
申＝申し込み　問＝問い合わせ

情報プラザ
★メールでの問い合わせ、申し込みは、携帯電話の迷惑メール対策（ドメイン
拒否）などにより、担当課から返信できない場合があります。送信する前に設
定の確認・変更をお願いします。
★FAX・メールでの申し込みで、特に記載のないものは、住所、氏名、電話番
号を明記してください。

公 民 館

お 知 ら せ
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黒埼地区公民館 ☎025-377-1420
〒950-1115　鳥原909-1
メール  kurosaki.co@city.niigata.lg.jp

小針青山公民館 ☎025-230-1071
〒950-2022 小針2-24-1 第4月曜休館
メール  kobariaoyama.co@city.niigata.lg.jp

市民グループなどから寄せられた催し物
案内を掲載しています。詳細は、主催者
にお問い合わせください。

ふれあい掲示板

西区役所１階窓口混雑状況をお知らせしています

　受付内容、窓口番号、呼び出し番号、待ち人数を
ホームページ（右の二次元コード）でリアルタイムに
確認できます。

3月27日(日)、４月２日(土)
午前８時30分～午後５時30分

開設日時

引っ越しが多い時期に
　　　　　　　「臨時窓口」を開設します

開設窓口
（西区役所窓口番号）

 取扱業務
　（一部取り扱わない業務があります。詳細は
　　各窓口に問い合わせてください）

西
区
役
所

 区民生活課 （１～７）
 ☎025-264-7211

戸籍謄本・住民票の写しなどの各種証明書交付、印
鑑登録、住民異動届、戸籍届、国民健康保険の加入
脱退・保険料の相談、ごみ・し尿などの相談・受け
付け ほか

 健康福祉課（11～14）
 ☎025-264-7310

障がい福祉・介護保険・高齢者福祉・児童福祉・母子・
成人保健サービスに関する相談・受け付け ほか

◆ 住所変更などの手続きの際は、記載事項の変更を行いますので、変更する
全員分のマイナンバーカード（個人番号カード）が必要です。
◆ 前住所地でマイナンバーカードまたは住民基本台帳カードを利用した転出
届をした人は、臨時窓口で手続きできない場合があります。
◆ 各種証明書の交付、住所変更などの届出には本人確認書類が必要です。
◆ 出張所、連絡所、行政サービスコーナー、保健福祉センターでは臨時窓口
を開設しません。

@nishikurashi

西区の魅力発信は「＃にしくらし」で！
　皆さんがおススメする西区の
写真や動画を「#にしくらし」と
一緒に投稿してください。みん
なで西区を盛り上げましょう！
西区役所公式インスタグラムの
フォローもお願いします。

クーポン申込受付は３月23日（水）までです
Oh！弁当で地域のお店応援事業の

　地域の飲食店から購入する弁当代の一部を割り引きする
クーポンの申込受付は23日（水）までです。区内の地域の
お店を利用して応援しましょう。詳しくは市ホームぺージ
（右の二次元コード）をご覧ください。

問い合わせ　同事業コールセンター（☎025-250-0041）

　佐潟ボランティア解説員と佐潟公園を散策しながら、春の小鳥の声や姿を
観察します。ぜひご参加ください。

日時　 ４月16日（土）午前８時～10時（小雨決行）
集合場所　佐潟水鳥・湿地センター
定員　 先着９人（小学生以下は保護者１人同伴）
持ち物　 野外で活動できる服装、双眼鏡（貸出可）、筆記用具
申し込み　 23日（水）から電話で同センター

問い合わせ　佐潟水鳥・湿地センター
　　　　　　（☎025-264-3050）
　　　　　　※月曜休館、祝日の場合は翌日

小鳥さえずる佐潟で春散歩

配布場所　佐潟水鳥・湿地センター
　　　　　※月曜休館(祝日の場合は翌日)
　　　　　西区役所１階・４階

佐潟カレンダー配布中！

　令和４年度４月始まりのカレンダーを配布
しています。なくなり次第、配布終了です。

問い合わせ　西区 地域課 文化・スポーツ担当
　　　　　　(☎025-264-7193)

　

著者　山田校区ふれあい協議会教育文化部
発行　同会教育文化部（令和2年10月）
問い合わせ　黒埼図書館（☎025-377-5300）

本で出会う わがまち 21冊目

山田島の歴史

　物流や交通の要所である山田・善久
地区。昔は、「山田島」と呼ばれた川中
島だったことをご存じですか。
　山田島は、柳作、立仏、寺地を通っ
ていた旧信濃川と現在の信濃川に挟ま
れた大きな島で、人々はそこでいくつ
かの集落を形成し、暮らしていました。
江戸時代では水害に悩まされ、時には
死者千人にもなる大災害を経験。明治
時代には旧信濃川の埋め立てが行われ
水害は減りますが、開墾された土地は
田植えに適さず、土壌改良を繰り返し
たそうです。現在、その土地は遊歩道
のオレンジロード（旧新潟電鉄跡地）と
なり、地域住民から愛される憩いの場

となっています。
　本書は、そんな山田島の歴史や地形
変化、島での暮らしを丹念にまとめた
１冊です。また、度重なる困難に立ち
向かった住民たちの努力の記録でもあ
ります。
　先人たちの努力を礎に発展を遂げた
山田・善久地区。山田島の歴史に思い
をはせて歩くオレンジロードからは、
いつもと違った景色が見えてくるかも
しれません。（寄稿：黒埼図書館）


